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日
本
ん
３
氏
は
ノ
ー
ベ
ル
営
画
″

∩
日
日
国
目
目
０

台

輔
職
賞
墓
返
葛
ず，
農
Ξ

Ю
島
８
日

（
米

）
ホ
逃
含
全

崚興
協
海
グ

が
開
か
れ
、
約
歌
山

ホ
議
会
政
策
各
鯉
室
蟹
贈
習
４

サ
弓
「
和
計
山
お
Ｉ
ん
有
で
と

り
＜
む
生
き
活
き
総
霞
ゞ
＜
リ

各
副
（寧
）」
い
経
縛
ど
権
黎
‘

各
文
が
本
謡
き
索
手
し
た
。

吉
議
会
政
策
各
例
第
定
絲
議

会
は
各
会
来
伊
ら
讐
製
↓
潔
た

メ
ン
バ
ー
（
日
本
其
雇
鋭
ほ
、

靖
理
市
濃
て
れ
、
ひ
林
倉
）
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

金
曇
協
議
合
は

＃
上
副
唐

長
の
コ
会
て
、
中
村
協
ミ
虐
長

が
条
倒
糞
春
蔵
い
経
緯
と
投
琴

ｔ
靭
た
ｏ
．
山
本
慈
相
径
文
争
会

長
響
ュ
饗
殊
ζ
響
讐
三
重
ｔ

哉
申
し
ま
し
た
。
こ
の本
広
輸
郊

舎
県
炒
①
碑
７
リ
ッ
ク
コ
メ
シ

ト
．
０
「ハ饉
属
犠

フ
ェ
ア
」
‐

③
「
つ
糸
ｔ
て
い
こ
う
／
き
気

で
い
さ
い
き
晨
農
づ
く
ソ
議
確

Ｌ
の
政
くり
知
み
ヒ
参
／神
に
つ
し、

て
れ
にｏ
し
ま
し
た
。

71J/-0

し
ｔ
ａ
は
綺
で
す
相

っ旬無
蠍
「督千

「⌒ 1

中
樹
ホ
謀
「
「ヽ

」絆
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o佑中、空壮

ぐ
碑
醍
い１

亀
ほ
ぼ

日
漱
れ

つ
¨

達
農
出
拷
７
■
７
は
、
‐０
日

＝
初
対
面

の
人
ビ
の
対
議

彙
一　

近
頃

、
わ
め
て
会

う
人
に

一
賽
産
党

０
訂
さ
す
３
こ
と
が

一一
彎
い
。
納
打
面

の
人
と
し、
キ
）

一‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
毎
り
政
党

、
政
治
が
ら

み
①

＝

話
に
籠
食
ら
う
の
か
、
「
は

一一

”
、
は
い
し
て
避
ジ
や
が
ら
れ

＝
た
り
、
間
髪
仝
盤
ヽ
「黎
在

一■
党
は
繊
い
￥
」
「
白
夕
は
自

一‥‥‥‥‥‥‥‐‥‥
肇
党
γ
」
と
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

一
卜
．
シ
方
だ
が
ぎ
わ
つ
く
ｏ

”
り瀬
野
黙
詔
発
響

＝
行
途
憤
氣
て
い
な
い
。
わ
首

＝
面
が
輪
ｔ
わ
け
る
。
セ
ー
ル

一一
ス
ど
現
同
さ
れ
た
げ
・
し
か

＝
し
夭
繰
ぜ
奪
節
．
な
木
予
勧

＝
（
奄
べ
物
、
峠
輩
や
新
即
０

議
諄

、
釣
り
■
ゴ
ル
７
存
む

議
環
の
話

で
ム
た
ば
れ
を
合

わ
せ
で
ｉ
写
外
去
感

で
き
う

の

で
は
。
キ
ヽ
ぅ
ヒ

そ
の
僣
た

一一

ら
■

を
党
や

政
増
に
つ
い
て

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

奮

こ
ね

一
｛島
が
聞
け
ろ
伊
ｔ
，
一一

■
港
■
０
外
工後
、
経
滑

れ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

合
保
重
怪
お
り
な
こ
と
っ
＝

て
も
国
民
の
９
詢
以
上
、
圧

＝

倒
的
風
κ
の
支
持
ｔ
得
５
こ
＝

と
の
で
き
５
政
習
弊

ａ̈
鳩

＝

の
は
ず
。
そ
う
、
現
壮
は
つヽ
＝

ま
く
理
解
さ
凩
て
い
伝
し、
だ

＝

け

。
史
ゆ

シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト

一
一

０
人
の
ば
に
響

く
撻
進

ヒ
粘

一
一

り
孵
ヤ〕ど
甥
容
の
絹
紳
ｔ
芥
‥………………………

檸
し
よ
う
。
凰
民
伊
箇
ξ
奮
』
一

つ
か
ん
Ｆ
詩
に
．
は
じ
い
て
，

れ
公
は
た
キ
一＜
鷲
軍
す
３
・
＝

鼈 )

歌
山
ビ

ッ
ゲ

絡
，
ヱ
電
崎
。
芦
藝

会

ブ
ー
ス
Ｃ
薇
越

し
く
な
さ
い
。
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施
委
のあ
り
方
ヤ
方
針
囲
閣
醐
圏

絡
塔
文
摯
寺
癸
替
で
、
問
題

点
‘
指
癒
し
た
補

正
予
阜
に
つ

し、
て
韓
告
じ
意
す
。

か
本
計
画
量
の
業
家
季
講

７
０
９
万
６
千
周
は
「
瀞
ホ
構

能
立
地
適
正
化
練
計
主
肇
ｒ

ヒ

し
て
計
上
。
口
０
ぷ
市
機
能
ュ

地
支
鶴
事
業
適
甲
に
場

務
づ
け

さ
索
て
い
ろ
主
ψ
通
正
化
計
画

①
係
に
に
育
す
３
ｔ
＾
と
し
て

串
ド
核

（
秒
澄
出
蘇

わ
歌
山

市
駄
二
笠
剣
獣
ｔ
ｇ
″
β
円
の

由

側
）
Ｆ
お
け
３
が
市
権
疑
の

あ
り
方
女
警

理

二
曇
訓
す
３
も

の
た

ヒ
①
こ
ど
で
す
。

し
い

Ｖ

目

ｏ
立
地
達

正
“

計
画

に
麻

，
た
瑚
仁
域
の
な
的

不
動
産
の
蓄
曇
灘
翌
」訳
数
ず

ら
ご
と
が
“
箸
Ｚ
な

っ
て
い
ま

す
。
有
の
施
譜
の
角
く
は

た

朽
炊
）
破
霞
、神
強
ま
た
幣
盛
て

奢
へｚ
プ
＝
か
ら
な
ス
リ
ま
す
・

馨

敵
暫
量
邸
冒
ホ
医
会

融

ギ
Ｑ
庶
Ｆρに
つ
い
て
は
本
会

議
で
ｔ
様
皮
ち
譲
工
敲
り
ま

し
た
か
、
施
執”
の
あ
り
な
挙
考

絣
か
哺
確
に
は
，
で
い
な
い
ｔ

の
が
あ
り
，
，象
可
‐
市
か
〓
体

的
に
虫
ム
３
ご
ど
が
峰
響
で
軋

主
拠
造
ェ
れ
計
画
に
脊
す
３
調

査
ヒ
国
の
補
助
が
受
け
ら
索
５

か
る
フヽ
か
は
わ
か
弓
な
い
と
レゝ

シ
澄
明
ｏ
勢
差
ぜ
理
ま
ら
ず
，

け
た
し
て
日
の
、補
助
ぜ
予
け
爆

い
で
市
内
中
出
請
に
民
間
事
業

右
ｔ
主
イ本
喧
壁
攪
雌
夜誉
括
祖

′ｔ
据
猪
■
可
３
こ
と
が
で
キ
」ラ
の

り
．
檬
熱
麓
ず
表
し
た
。

〓
Ａ
日
本
共
産

害
は
戦
葎
最
尾
の
犠
牲
者
ｔ

出
す
大
鯵
争
に
ち
ソ
ま
し
た
，

嗜
陸
け
止
ま
ず
天
繰
の
関
係

で
捜
索
ｔ
難
確
し
て
い
ま
■

書
動
ｔ
緯
り
理
さ
た
い
た
め
‐

人
々
ｔ
最
優
先
に
し
た
め
誓
ビ

避
難
の
は
組
み
の
様
難
こ
封
常

押
急
か
ネ
ま
す
。

物
嫌
山
て
は
９
日
上
旬
か
ら

賓
山
性
地
震
の
Ｆ
鴨
機
は動
き

索
、缶
斃
庁
は
長
野
二
管
千両

県
に
「
解
穆
蠣
■
ｔ
出
し
て

い
春
し
た
。
し
か
し
そ
の
構
毅

は
ざ
山
着

に
は
伝
カ
リ
安
せ
ん

で
し
た

。
だ
山
の
現
務
２

子

督
放
鷺
揚
奮
む
久
お
け
早

く
合
か
り
下
す
く
絃
え
ろ
か
‐

占
経
ど
誅
署
げ
だ
必
っ
た
ま

す
。
日
本
は
，
世
界
の
χ
た

山
わ
／
夕
θ
θ
の
う
ち
約
７

子
ｔ
穂
ん
マ
”
ら
に
も
か
が

わ
ら
ず
、
雛
到
・
監
視
体
制

は
口
際
的
に
主
ち
に
必
て
い

よ
す
。
人
員
ｌ
ｆ
製雄
裸
ヘ

ニ浩
ユ
擬
響
嫁
ご
政
府
は
ｆ
募
「

８
政
ひ
５
べ
き
で
す
。

“
す
ノ
。
佳
』
占
讐
三
ひ
て
た

の

は

‐
６
０
０
万
人

に
垣
３
独
ツ

〔暮

ら
し
い
｛・【
崚
老

。
て
の
半
数

重

く
が
年

金

収
入
年
領

／
２
０

万
甲
羹
ず
洋
発
他纂
策
千
ネ

下
．
２
０
０
万
人
が
燿
諾
な
受

け
ず

に
糞
げら
し
て
曰
３
と
い
い

ま
す

〓
窮
え

ぶ
り
に
息
き

の
み

ま
す
。
東
京
・
港
区
の
男
′―ヽ生
（

”
）
は
月
“
万
円
い
年
金
で
寡

鷲

は
６
万
円

。
■
れ
α興
と
し
て

零
黛
間
、
機
き
ま

し
た

ず
起
業

翼

致
。
雪
だ
漁
ｔ
止
仏
ら
れ
‐

管

選
確
講
ｔ
受
け
３
一
一と
に
▼

翠
田
の
サ
崚

（
％
）
は
月

２
万

５
千
円
の
自
民
年
Ｃ
で
暮

ら
し

ま
す
。
合
賃
は
月
４
４
円
。
‐――

の
魚
Ｔ
響
奮
黒
卜
牢
に
）
ま

す
．
狭
聰
義
で
医
着
賞
が
重
い

負
担
で
す
▼
リ
ウ
マ
チ
で
ナ
行

ｔ
ま
ま
た
ら
な

い
サ
性

（
滋

）

は
散
歩

が
曹

・́
い
つ
ｔ
む
［か
ら

外
ｔ
眺
駄
て

い
ま
す
４

箱

み
ぬ

細
の
息

子
は
七

く
な
り
，
夫
ｔ

絶
果
．
椒
入

は
国
民
年
金

と
勢
ヽ

れ
年
Ｑ
で
６
万
円
弱
■
２

年

金

が
引
き
下
げ

ら
ネ
３
中

〓

」

ね
以
上
全

譜
サ
ー
ビ

ス
け
増
や

せ
た

い
と
リ
ハ
ビ
リ
ｔ
続
てナ
ま

す

▼
番
組
は
今

か
ら
”
年
以
上

箭

、
す
べ
て
い
口
氏
が
年
Ｃ
に

佃
入
守
５
縦
組
み
が
で
き
た
頃

は
，
衆
浅
と
の
日
危
が
話
堤
で

」公
ヒ
黙
遣
い
の
よ

つヽ
た
も
の

ｔ
っ
た
と
鶴
議
し
ま
す
。
し
か

し
今
は
年
Ｃ
む
‐す
で
暮
ら
す
独

り
療
ら
ン
ロ顧
な
ど
曇
写
特

に
口
多
年
金
鰺
端
頼

で
も
目
６

万
４
千
円
ヽ
す
。
人
間
の
尊
巖

が
問
わ
メ
て
し‐
３
．
と
朝
治
サ

碗
大
犠

ひ
苅
合
克
義
雄
授
▼
▼

螺奪
で
釣
い
ひ
は

「
人
ご
と
で
は

ね
い
」
。
「
２
後
電
た

ヽ
家
は

Λ室

輝

通
」
ヒ

し
ヽ
、
２
里

）。
申

結

政
権
発
足
／
年
で
衝
く
合
困

層

む
”
万
人
増
え
た

て
の
注
計

が
あ
り
ま
す
。
て
家
で
ｔ
消
貸

就
ｉ
堰
誠
つ
。
・
庶
民
総
寸
確

‐′
へ
①
道

で
す
。


